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【主な内容】
1面 第3回定例会のもよう／
 先進自治体の調査
2面 代表質問（自民党・公明党）
3面 代表質問（共産党・きずな）
4面 代表質問（民進党）／
 政務活動費について
5面 一般質問（5人）／
 特別委員会の活動
6面 常任委員会の活動
7面 決議／意見書／
 決算を審査しています
8面 議決議案等と賛否の状況

　
墨
田
区
議
会
は
、
平
成
28
年
第
3
回
定
例
会
を
9
月
13
日
か
ら
9
月

30
日
ま
で
の
18
日
間
に
わ
た
っ
て
開
き
ま
し
た
。

墨
田
区
認
定
こ
ど
も
園
条
例

な
ど
を
可
決

墨
田
区
認
定
こ
ど
も
園
条
例

な
ど
を
可
決

第
3
回
定
例
会

第
3
回
定
例
会

9
月
13
日
　
本
会
議

　
自
由
民
主
党
、
公
明
党
及
び
日
本
共
産
党
が
、
そ
れ
ぞ
れ
会
派
を

代
表
し
て
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

9
月
14
日
　
本
会
議

　
す
み
だ
の
絆
及
び
民
進
党
が
、
そ
れ
ぞ
れ
会
派
を
代
表
し
て
代
表

質
問
を
行
う
と
と
も
に
、
2
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

9
月
15
日
　
本
会
議

　
3
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
議
員
提
出
議
案
「
北
朝
鮮
の
核
実
験
に
抗
議
す
る
決
議
」

を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
区
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
38
件
の
提
案
説
明
を
聴
取

し
、
各
常
任
委
員
会
に
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。
ま
た
、
区
民
等
か

ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
5
件
に
つ
い
て
も
、
所
管
の
常
任
委
員
会
に
審

査
を
付
託
し
ま
し
た
。

9
月
21
日
・
23
日
・
26
日
・
27
日
　
各
常
任
委
員
会

　
本
会
議
で
審
査
を
付
託
さ
れ
た
議
案
・
陳
情
に
つ
い
て
、
各
常
任

委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

9
月
30
日
　
企
画
総
務
委
員
会
・
本
会
議

　
企
画
総
務
委
員
会
で
は
、
27
日
に
引
き
続
き
、
議
案
1
件
を
審
査

し
ま
し
た
。

　
本
会
議
で
は
、
議
案
38
件
の
各
常
任
委
員
会
で
の
審
査
結
果
の
報

告
を
受
け
、
日
本
共
産
党
及
び
墨
田
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
議
員
が
、
そ

れ
ぞ
れ
討
論
を
行
っ
た
後
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
陳
情
5
件
の
各
常
任
委
員
会
で
の
審
査
結
果
の
報
告
を

受
け
、
日
本
共
産
党
及
び
墨
田
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
議
員
が
、
そ
れ
ぞ

れ
討
論
を
行
っ
た
後
、
い
ず
れ
も
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
区
長
か
ら
平
成
27
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
4
件
が

提
出
さ
れ
た
た
め
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
審
査
を
行
う
こ

と
に
し
た
ほ
か
、
区
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
墨
田
区
教
育
委
員
会
委

員
任
命
の
同
意
に
つ
い
て
」
を
原
案
ど
お
り
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
提
出
議
案
「
墨
田
区
議
会
の
調
査
及
び
公
聴
会
に
出

頭
す
る
者
の
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
」
及
び
議
員
提
出
議
案

「
受
動
喫
煙
防
止
対
策
に
関
す
る
意
見
書
」
な
ど
意
見
書
5
件
を
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

第
3
回
定
例
会
の
閉
会
後
、
全
国
の
先
進
自
治
体
を
調
査
し
ま
し
た
。

先 

進 

自 

治 

体 

の 

調 

査 

を 

行 

い 

ま 

し 

た

区
民
文
教
委
員
会
【
10
月
3
日
〜
5
日
】

　
新
潟
県
長
岡
市
の
「
熱
中
！
感
動
！
夢
づ
く

り
教
育
事
業
」
の
ほ
か
、
同
県
燕
市
、
同
県
南

魚
沼
市
の
施
策
を
調
査
し
ま
し
た
。

福
祉
保
健
委
員
会
【
10
月
4
日
〜
6
日
】

　
大
阪
府
高
槻
市
の
「
高
槻
市
ま
す
ま
す
元

気
！
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
の
ほ
か
、
滋
賀
県

草
津
市
、同
県
守
山
市
の
施
策
を
調
査
し
ま
し
た
。

産
業
都
市
委
員
会
【
10
月
3
日
〜
5
日
】

　
香
川
県
高
松
市
の
「
高
松
丸
亀
町
商
店
街
再

開
発
事
業
」
の
ほ
か
、
愛
媛
県
松
山
市
、
同
県

西
条
市
の
施
策
を
調
査
し
ま
し
た
。

企
画
総
務
委
員
会
【
10
月
4
日
〜
6
日
】

　
岐
阜
県
美
濃
加
茂
市
の
「
財
政
状
況
の
公

表
」
の
ほ
か
、
同
県
関
市
、
愛
知
県
新
城
市
の

施
策
を
調
査
し
ま
し
た
。

議員提出議案による条例を制定

　「墨田区議会の調査及び公聴会に出頭す

る者の費用弁償等に関する条例」を全会一

致で可決しました。

　議会が出頭を求めた関係人、参考人等に

対する費用弁償について、これまでは、選

挙管理委員会及び監査委員と同じ条例の中

に規定されていました。この度、議会の政

策立案機関としての機能を強化するため、

これらの費用弁償等について、議会単独で

運用できるよう、議会に係る規定を独立さ

せた条例を新しく制定しました。
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代表
質問

区
政
を
問
う
！

す
み
だ
北
斎
美
術
館
開
館
と
東
京
五
輪

を
見
据
え
た
観
光
対
策
に
つ
い
て

中　

沢　

え
み
り

自
由
民
主
党

問

平
成
28

年
11

月
22

日
に
開
館
す
る
す

み
だ
北
斎
美
術
館
と
、
2

0

2

0

年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

つ
い
て
伺
う
。
①
北
斎
美
術
館
の
指
定
管
理

者
と
な
る
墨
田
区
文
化
振
興
財
団
は
、
真
に

本
区
の
文
化
都
市
形
成
に
寄
与
す
る
団
体
へ

と
発
展
す
る
必
要
が
あ
る
。
同
財
団
の
あ
り

方
と
、
区
と
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
て
、

責
任
あ
る
事
業
運
営
を
積
極
的
に
展
開
し
て

ほ
し
い
。
②
館
内
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ

プ
は
、
葛
飾
北
斎
の
商
品
と
併
せ
て
墨
田
区

の
地
場
産
業
品
も
紹
介
で
き
る
良
い
場
で
あ

る
。
シ
ョ
ッ
プ
に
そ
ろ
え
る
商
品
の
選
定
や

新
た
な
商
品
開
発
に
お
け
る
産
業
振
興
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
取

組
を
進
め
て
い
る
の
か
。
③
2
0
2
0
年
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け

て
準
備
体
制
を
整
え
る
た
め
、
区
の
担
当
部

署
の
役
割
は
今
後
更
に
増
え
て
い
く
と
思
う

が
、
現
段
階
で
の
人
員
配
置
は
適
当
と
考
え

て
い
る
の
か
。
④
両
国
国
技
館
で
ボ
ク
シ
ン

グ
競
技
が
行
わ
れ
る
予
定
で
、
第
1

回
定
例

会
で
は
墨
田
区
総
合
体
育
館
の
活
用
も
提
案

し
た
。
国
技
館
と
総
合
体
育
館
の
周
辺
地
域

の
整
備
は
必
須
で
あ
る
が
、
景
観
整
備
も
含

め
た
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答

①
文
化
振
興
財
団
に
つ
い
て
は
、
一

層
の
運
営
の
工
夫
や
努
力
が
必
要
で

あ
る
と
強
く
感
じ
て
い
る
。
同
財
団
の
組
織

体
制
を
見
直
す
と
と
も
に
、
よ
り
専
門
性
の

高
い
組
織
を
目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

②
「
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
す
み
だ
」
の
商
品
を

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
す
る
ほ
か
、
産
業
振
興
部
門

や
墨
田
区
観
光
協
会
と
連
携
し
、
世
界
に
通

じ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
る
北
斎
を
生
か
し
た

高
品
質
か
つ
デ
ザ
イ
ン
性
に
優
れ
た
商
品
を

開
発
し
て
い
く
。
③
担
当
部
署
の
役
割
、
事

務
量
は
今
後
増
え
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、

組
織
の
あ
り
方
や
人
員
配
置
も
含
め
て
、
来

年
度
の
組
織
改
正
の
中
で
総
合
的
に
検
討
し

て
い
く
。
④
国
技
館
周
辺
道
路
の
4

路
線
で

は
、
電
線
類
の
地
中
化
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
平
成
31

年
度
末
ま
で
に
完
了
さ
せ
る
。
ま

た
、
地
点
名
標
識
の
英
語
表
記
化
も
行
い
、

誰
も
が
安
全
・
安
心
で
快
適
に
観
光
等
が
楽

し
め
る
道
路
環
境
を
整
備
す
る
。

墨
田
区
の
災
害
・
水
害
対
策
を
伺
う

問

①
8

月
に
「
江
東
5

区
大
規
模
水
害

避
難
等
対
応
方
針
」
が
発
表
さ
れ
た

が
、
区
と
し
て
の
具
体
的
な
対
応
策
に
つ
い

て
進
捗
状
況
を
伺
う
。
②
災
害
時
の
長
期
化

す
る
避
難
所
生
活
で
の
「
食
」
は
、
体
調
維

持
を
考
え
た
カ
ロ
リ
ー
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
へ

の
配
慮
も
必
要
だ
が
、
区
の
取
組
を
伺
う
。

③
感
染
予
防
等
か
ら
口
腔
ケ
ア
が
重
要
で
あ

る
が
、
必
需
品
と
な
る
歯
ブ
ラ
シ
の
備
蓄
な

ど
、
本
区
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

①
広
域
避
難
等
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
し
、
地
域
防
災
活
動
拠

点
会
議
等
、
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
、
区
民

へ
周
知
す
る
。
②
平
成
27

年
度
に
「
災
害
時

に
食
へ
の
配
慮
が
必
要
な
方
へ
の
理
解
と
食

支
援
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
策
定
し
、「
墨
田
区

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
反
映
さ
せ
た
。

③
歯
ブ
ラ
シ
は
、
区
内
の
ラ
イ
オ
ン
株
式
会

社
と
本
年
2

月
に
災
害
協
定
を
締
結
し
、
優

先
供
給
の
体
制
を
確
保
し
て
い
る
。

大
学
誘
致
は
山
本
区
政
に
と
っ
て
早
急

な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
重
要
な
課
題

問

①
学
生
数
や
施
設
規
模
等
の
諸
条
件

で
、
大
学
側
の
提
案
が
本
区
の
希
望

と
完
全
に
合
致
す
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
な

い
。
将
来
の
展
望
や
本
区
の
地
域
特
性
と
の

関
連
等
、
十
分
な
提
案
で
あ
れ
ば
条
件
に
固

執
す
る
必
要
は
な
く
、
議
会
と
し
て
も
理
解

を
示
す
こ
と
は
可
能
だ
と
思
う
。
②
昨
今
の

大
学
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し

く
、
将
来
性
や
大
学
進
出
に
よ
る
効
果
を
踏

ま
え
た
上
で
、
区
も
周
辺
・
施
設
整
備
へ
の

費
用
負
担
を
覚
悟
す
る
べ
き
だ
が
、
現
在
、

ど
の
よ
う
な
検
討
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答

①
大
学
側
の
提
案
が
本
区
の
教
育
力

向
上
や
地
域
活
性
化
等
に
つ
な
が
る

な
ら
ば
、
区
議
会
や
地
域
住
民
の
理
解
を
得

な
が
ら
誘
致
を
進
め
て
い
く
。
②
費
用
負
担

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
「
誘
致
決
定
後
に

検
討
す
る
」
と
答
弁
し
て
い
た
が
、
誘
致
協

議
と
並
行
し
て
検
討
、
協
議
し
た
い
。

問

平
成
32

年
度
か
ら
、
外
国
語
活
動
が

小
学
3

年
生
、
英
語
が
5

年
生
か
ら

教
科
と
し
て
導
入
さ
れ
る
が
、
現
場
の
指
導

体
制
を
ど
の
よ
う
に
準
備
し
て
い
く
の
か
。

答

国
や
都
の
研
修
を
十
分
に
活
用
す
る

と
と
も
に
、
外
国
人
講
師
と
連
携
し

て
効
果
的
な
指
導
体
制
を
構
築
し
、
授
業
の

質
の
向
上
や
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

問

①
広
く
区
民
の
声
を
収
集
す
る
た

め
、
S
N
S
を
活
用
し
た
住
民
提
案

の
受
入
れ
な
ど
、
新
た
な
広
聴
ツ
ー
ル
を
導

入
し
た
ら
ど
う
か
。
さ
ら
に
、
札
幌
市
や
横

須
賀
市
の
よ
う
に
、
区
民
の
意
見
・
要
望
・

苦
情
等
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
誰
で
も
自
由
に
検
索
で
き
る
よ
う

に
し
た
ら
ど
う
か
。
②
生
涯
学
習
課
の
事
業

と
し
て
リ
ク
エ
ス
ト
講
座
を
実
施
し
て
い
る

が
、
開
催
実
績
は
極
め
て
少
な
い
。
こ
れ
は

生
涯
学
習
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
問
題
が
あ
る
と
思
う
。
広

聴
活
動
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
、
メ
ニ
ュ

ー
を
含
め
所
管
を
見
直
す
べ
き
。

答

①
S
N
S
を
活
用
し
た
提
案
等
の
受

入
れ
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
双
方
向

型
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
区
民
の

意
見
と
区
の
対
応
を
蓄
積
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
く
。
ま
た
、
現
在
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見

は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
、
検
索
も
可

能
と
な
っ
て
い
る
が
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に

は
至
っ
て
い
な
い
の
で
、
紹
介
の
あ
っ
た
自

治
体
の
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
今
後
着
手
し

て
い
く
。
②
区
か
ら
の
情
報
提
供
と
情
報
共

有
に
よ
っ
て
、
区
民
が
自
ら
活
動
し
て
い
き
、

最
終
的
に
は
区
政
に
生
か
さ
れ
て
い
く
こ
と

こ
そ
が
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
あ
り
、
地
域
力
で
あ

る
と
考
え
る
の
で
、
こ
れ
を
担
う
組
織
に
所

管
さ
せ
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

B
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
化
に

伴
う
区
の
対
応
を
伺
う

問

①
B
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

化
が
10

月
1

日
か
ら
始
ま
り
、
接
種

対
象
は
平
成
28

年
4

月
1

日
以
降
に
出
生
し

た
ゼ
ロ
歳
児
で
あ
る
。
子
ど
も
の
予
防
接
種

に
あ
り
が
ち
だ
が
、
体
調
な
ど
の
理
由
で
接

種
期
間
を
過
ぎ
て
し
ま
う
と
、
現
制
度
で
は

自
己
負
担
に
な
る
。
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
も
定

期
接
種
の
対
象
と
す
べ
き
。
②
定
期
接
種
化

の
最
大
の
目
的
は
、
B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感

染
後
の
慢
性
化
予
防
で
あ
る
。
経
過
措
置
と

し
て
、
1

年
又
は
2

年
間
は
、
キ
ャ
リ
ア
化

を
防
ぐ
効
果
の
高
い
2

歳
児
ま
で
対
象
を
拡

大
し
て
は
ど
う
か
。
将
来
の
肝
が
ん
、
肝
硬

変
の
リ
ス
ク
軽
減
に
寄
与
す
る
、
区
独
自
の

任
意
接
種
助
成
制
度
の
創
設
を
求
め
る
が
、

区
長
の
考
え
を
伺
う
。

答

①
接
種
期
間
が
短
く
な
る
乳
児
の
保

護
者
に
対
し
て
、
期
間
内
に
接
種
が

完
了
で
き
る
よ
う
に
促
す
文
書
を
送
付
す
る
。

体
調
不
良
等
で
接
種
が
完
了
で
き
な
か
っ
た

乳
児
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
接
種
状
況
を
見

な
が
ら
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。
②
ま
ず
は

国
の
決
定
し
た
方
法
で
実
施
し
、
そ
の
実

績
・
効
果
等
を
検
証
し
て
い
く
。
そ
の
上
で
、

先
駆
的
に
接
種
年
齢
等
の
拡
大
を
実
施
し
て

い
る
自
治
体
や
専
門
医
等
の
意
見
を
伺
い
、

改
め
て
区
と
し
て
の
任
意
接
種
助
成
制
度
を

検
討
し
て
い
く
。

自
殺
予
防
教
育
と
養
護
教
諭
の
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
と
し
て
の
役
割
を
伺
う

問

①
多
く
の
先
進
国
で
は
、
メ＊

ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
は
通
常
の

教
科
で
教
え
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
区
で
も
、

児
童
・
生
徒
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ

ー
の
向
上
と
と
も
に
、
教
員
や
保
護
者
が
共

通
認
識
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。
②
ゲ＊

ー
ト
キ
ー

パ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
は
、

養
護
教
諭
と
し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
大
切

で
あ
る
。
現
状
の
研
修
体
制
の
検
証
及
び
自

殺
対
策
基
本
法
改
正
な
ど
を
受
け
た
今
後
の

研
修
の
あ
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答

①
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
は
、
自
身
の

対
処
力
の
向
上
や
相
互
に
助
け
合
う
社
会
の

創
造
に
も
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
と

認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

内
容
を
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
養
護
部

会
と
協
議
し
、
検
討
し
て
い
く
。
②
各
学
校

1

名
体
制
の
養
護
教
諭
が
果
た
す
役
割
は
、

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
や
メ
ン
タ
ル
面
に
関
す
る

対
応
等
、
大
変
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
は
重
要
と
考
え
て

い
る
。
外
部
の
専
門
家
や
機
関
と
連
携
し
て
、

研
修
等
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問

新
生
児
聴
覚
検
査
の
受
診
勧
奨
や
適

切
な
指
導
援
助
は
、
区
が
責
任
を
持

っ
て
実
施
す
る
べ
き
。

答

現
在
、
ほ
と
ん
ど
の
乳
児
が
、
生
ま

れ
た
病
院
等
で
聴
覚
検
査
を
受
診
し

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
今
後
は
、
新

生
児
訪
問
の
際
の
受
診
勧
奨
は
も
と
よ
り
、

ゆ
り
か
ご
す
み
だ
事
業
の
面
接
時
等
の
機
会

を
利
用
し
て
、
妊
娠
期
か
ら
の
受
診
勧
奨
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

協
治
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
に
お
け
る

広
聴
活
動
に
つ
い
て
伺
う

加　

納　
　
　

進

公

明

党

＊メンタルヘルスリテラシー
　メンタルヘルスに関する知識や情報、技
術を理解し、さらには実践においても効果的
かつ応用的に活用していける力を養うこと。

＊ゲートキーパー
　自殺の基本的知識を有し、地域や職場、
教育、その他様々な分野において、身近な
人の自殺のサインに気づき、その人の話を
受け止め、必要に応じて専門機関につなぐ
などの役割が期待される人のこと。

用語の解説

区役所1階に展示されている
北斎オリジナル商品の一部
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方
自
治
法
に
基
づ
く
直
接
請
求
に
お
い
て
、

使
用
料
等
の
金
銭
の
徴
収
に
関
す
る
事
案
に

つ
い
て
は
適
用
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
趣
旨

を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
第
2

回
定
例
会

で
考
え
方
を
説
明
し
、
今
定
例
会
で
条
例
を

可
決
い
た
だ
け
れ
ば
、
実
際
の
適
用
に
つ
い

て
は
来
年
度
か
ら
と
な
る
の
で
、
十
分
に
周

知
期
間
を
置
い
て
い
る
と
考
え
る
。

駐
輪
場
使
用
料
等
の
値
上
げ
は
撤
回
し
、

抜
本
的
な
見
直
し
を
求
め
る

問

放
置
自
転
車
を
減
ら
す
に
は
区
民
が

自
転
車
駐
車
場
を
利
用
し
や
す
く
す

る
こ
と
が
必
要
だ
が
、
使
用
料
の
徴
収
と
値

上
げ
は
こ
れ
に
逆
行
す
る
。
撤
去
手
数
料
も

2
0
0
0
円
か
ら
5

0

0

0

円
に
値
上
げ
す

る
と
か
え
っ
て
引
き
取
り
に
来
る
人
が
少
な

く
な
り
、
混
乱
を
招
く
の
で
は
な
い
か
。
値

上
げ
撤
回
と
抜
本
的
な
見
直
し
を
求
め
る
。

答

今
回
の
改
定
に
よ
っ
て
放
置
自
転
車

の
減
少
効
果
が
期
待
さ
れ
、
ま
た
保

管
場
所
か
ら
の
引
取
り
が
減
っ
た
場
合
で
も

法
令
に
基
づ
く
適
切
な
保
管
等
の
処
理
を
徹

底
す
る
こ
と
で
、
区
民
の
混
乱
を
招
く
こ
と

は
な
い
と
考
え
る
。
料
金
改
定
後
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
放
置
自
転
車
等
に
関
す
る
対
策

と
啓
発
を
強
化
し
て
い
く
。

施
設
使
用
料
の
値
上
げ
は
、
断
じ
て

容
認
で
き
な
い

は　

ら　

つ
と
む

日
本
共
産
党

問

①
施
設
使
用
料
の
一
斉
値
上
げ
の
理

由
と
し
て
、「
受
益
者
負
担
の
適
正

化
」
と
言
う
が
、
区
民
施
設
は
区
民
福
祉
増

進
の
た
め
、
安
価
で
利
用
し
や
す
い
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
使
用
料
が
高
く
な
る
と
所
得

の
低
い
人
は
施
設
を
利
用
で
き
な
く
な
り
、

所
得
が
多
い
人
と
少
な
い
人
と
で
、
施
設
の

利
用
に
関
し
て
か
え
っ
て
不
公
平
を
生
ん
で

し
ま
う
。
区
民
施
設
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
文

化
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
区
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
構
成
に
寄
与
し
、
社
会
参
加
を
す
る
こ

と
で
健
康
状
態
が
回
復
す
る
な
ど
、
福
祉
の

向
上
に
も
役
立
っ
て
き
た
。
使
用
料
の
値
上

げ
は
こ
の
よ
う
な
活
動
の
妨
げ
に
も
な
る
。

む
し
ろ
使
用
料
は
値
下
げ
し
て
、
多
く
の
区

民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
。

②
区
民
生
活
に
密
接
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い

て
は
、
十
分
に
区
民
や
利
用
者
の
声
を
聞
い

て
検
討
す
る
こ
と
が
、
区
の
当
然
の
責
務
で

あ
る
。
な
ぜ
区
民
の
声
を
十
分
に
聞
こ
う
と

せ
ず
拙
速
に
進
め
る
の
か
。
こ
の
よ
う
な
施

設
使
用
料
の
一
斉
値
上
げ
は
、
断
固
と
し
て

撤
回
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

答

①
公
の
施
設
の
使
用
料
は
そ
の
利
用

の
対
価
と
し
て
徴
収
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
施
設
の
維
持
管
理
・
運
営
に
要
す
る

経
費
の
負
担
は
、
利
用
す
る
方
と
し
な
い
方

と
の
均
衡
を
考
慮
し
、
受
益
者
負
担
の
原
則

に
基
づ
い
て
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

消
費
税
率
の
引
上
げ
や
維
持
補
修
に
係
る
原

材
料
費
の
上
昇
に
よ
り
、
施
設
の
維
持
管
理

及
び
運
営
に
係
る
経
費
が
増
大
し
て
い
る
。

施
設
を
利
用
し
な
い
区
民
の
負
担
を
こ
れ
以

上
増
大
さ
せ
る
こ
と
は
、
受
益
者
負
担
の
原

則
か
ら
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
す
る

も
の
で
あ
り
、
撤
回
の
考
え
は
な
い
。
②
墨

田
区
協
治
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
推
進
条
例
や
地

す
み
だ
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
を

撤
回
し
、
も
の
づ
く
り
施
策
を
強
化
す

る
べ
き

問

①
区
内
工
場
数
が
大
き
く
減
る
中
で
、

利
用
者
の
減
少
を
廃
止
理
由
の
一
つ

に
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
の
間
、
中
小
企
業
対

策
に
関
わ
る
予
算
も
年
々
減
っ
て
い
る
。
独

自
事
業
な
ど
区
の
取
組
が
ど
う
で
あ
っ
た
の

か
、
真
摯
に
反
省
し
て
か
ら
廃
止
な
ど
の
対

応
を
検
討
す
べ
き
。
②
中
小
企
業
振
興
基
本

条
例
制
定
時
の
原
点
に
戻
り
、
中
小
業
者
が

仕
事
を
回
し
あ
い
な
が
ら
や
っ
て
き
た
集
積

の
再
構
築
が
求
め
ら
れ
る
。
同
セ
ン
タ
ー
の

機
能
・
役
割
を
一
層
強
化
す
べ
き
。

答

①
相
談
員
に
よ
る
巡
回
指
導
や
産
学

官
連
携
事
業
等
、
社
会
経
済
状
況
の

変
化
に
対
応
し
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
き

た
が
、
最
盛
期
と
比
べ
て
工
場
数
は
3

分
の

1

以
下
と
な
り
、
各
種
事
業
の
利
用
者
も
減

少
し
て
き
た
。
一
方
で
、
日
本
の
産
業
構
造

の
高
度
化
・
経
済
の
成
熟
化
が
本
区
に
も
現

れ
て
お
り
、
新
た
な
産
業
支
援
の
取
組
を
構

築
す
る
必
要
が
あ
る
。
②
新
し
い
体
制
で
は

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
等
時
代
に
合
わ
せ
て
再
構
築

す
る
が
、
引
き
続
き
現
場
主
義
を
生
か
す
。

問

就
学
援
助
は
、
入
学
準
備
金
が
必
要

な
時
期
に
支
給
で
き
る
よ
う
改
善
を
。

答

支
給
時
期
の
前
倒
し
は
、
支
給
後
の

転
出
世
帯
か
ら
の
返
還
手
続
の
課
題

等
が
あ
り
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

問

国
民
健
康
保
険
料
は
、
区
が
独
自
に

で
も
負
担
軽
減
策
を
講
じ
る
べ
き
。

答

均
等
割
保
険
料
の
法
定
軽
減
措
置
を

講
じ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
以
上
の
負

担
軽
減
策
を
行
う
考
え
は
な
い
。

ら
、
8

月
に
は
区
長
会
と
し
て
厚
生
労
働
大

臣
に
緊
急
要
望
を
提
出
し
た
。
区
と
し
て
は
、

引
き
続
き
保
育
定
員
の
拡
大
を
強
力
に
進
め

る
と
と
も
に
、
在
宅
子
育
て
支
援
の
充
実
な

ど
、
多
様
な
施
策
を
展
開
し
、
子
育
て
環
境

の
徹
底
整
備
を
図
っ
て
い
く
。
②
入
園
の
予

約
制
度
に
つ
い
て
、
定
員
を
空
け
て
い
る
期

間
の
待
機
児
童
対
策
や
保
育
所
運
営
費
の
問

題
な
ど
、
制
度
設
計
を
含
め
て
今
後
研
究
し

て
い
く
。
③
小
規
模
保
育
所
等
に
通
う
児
童

の
転
園
問
題
は
、
保
育
定
員
の
拡
大
を
一
層

目
指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識

し
て
い
る
。
今
年
度
か
ら
認
可
保
育
所
の
公

募
要
件
を
改
め
、
来
年
4

月
に
は
、
3

歳
以

上
児
園
を
1

園
開
設
す
る
予
定
で
あ
る
。
来

年
度
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の

見
直
し
の
際
に
は
、
最
新
ニ
ー
ズ
や
地
域
特

性
な
ど
を
反
映
し
て
「
3

歳
児
の
壁
」
へ
の

対
応
も
図
っ
て
い
く
。
④
保
育
サ
ー
ビ
ス
等

へ
の
区
民
ニ
ー
ズ
は
年
々
増
大
し
て
お
り
、

今
年
度
は
担
当
部
署
に
管
理
職
1

名
、
職
員

3

名
を
増
員
し
た
。
イ
ク
ボ
ス
宣
言
の
趣
旨

で
あ
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実

現
に
向
け
て
、
今
後
も
更
な
る
創
意
工
夫
に

よ
る
事
務
の
効
率
化
や
組
織
の
見
直
し
等
を

図
っ
た
上
で
、
適
切
な
人
員
配
置
を
行
い
、

今
後
の
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
努
め
て
い

く
。

区
の
文
化
振
興
施
策
に
お
け
る
墨
田
区

文
化
振
興
財
団
の
あ
り
方
を
伺
う

問

文
化
振
興
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
、
設
立
目
的
に
「
墨
田
区
に
お
け

る
芸
術
文
化
活
動
の
振
興
と
時
代
を
先
取
り

し
た
新
た
な
芸
術
文
化
の
創
造
及
び
発
信
を

行
い
、
も
っ
て
区
民
生
活
の
向
上
と
文
化
都

市
の
形
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
主
要
事
業
に
は

「
音
楽
を
主
と
し
た
舞
台
芸
術
の
振
興
事
業
」

「
葛
飾
北
斎
を
主
と
し
た
浮
世
絵
の
振
興
事

業
」
の
み
が
示
さ
れ
て
お
り
、
す
み
だ
の
文

化
は
ト
リ
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
を
中
心
と
し
た

音
楽
と
北
斎
し
か
な
い
よ
う
な
印
象
を
受
け

て
し
ま
う
。
主
要
事
業
の
何
を
区
又
は
財
団

が
担
う
の
か
。
墨
田
区
観
光
協
会
と
財
団
と

の
更
な
る
連
携
強
化
も
必
要
で
あ
る
。
区
の

文
化
施
策
や
財
団
の
今
後
の
方
向
性
を
示
し

て
ほ
し
い
。

答

同
財
団
の
組
織
体
制
を
見
直
し
、
北

斎
関
連
事
業
補
助
費
を
削
減
す
る
と

と
も
に
、
指
定
管
理
業
務
以
外
で
も
区
と
連

携
し
て
文
化
施
策
を
展
開
で
き
る
よ
う
求
め

て
い
く
。
そ
の
際
、
財
団
は
よ
り
専
門
性
の

高
い
組
織
を
目
指
し
、
文
化
芸
術
活
動
と
観

光
等
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務
等
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
文
化
施

策
の
一
層
の
推
進
の
た
め
、
区
の
組
織
体
制

も
見
直
し
、
新
た
な
文
化
創
造
の
た
め
の
企

画
調
整
機
能
を
持
っ
た
文
化
振
興
組
織
と
す

る
。
さ
ら
に
、
区
と
財
団
は
、
観
光
協
会
等

と
連
携
し
、
新
た
な
文
化
・
芸
術
活
動
の
創

造
・
発
展
を
促
進
し
、
文
化
的
資
源
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
。

保
育
所
入
所
待
機
児
童
対
策
に
つ
い

て
伺
う

西
　
村
　
孝
　
幸

す
み
だ
の
絆

問

①
待
機
児
童
問
題
は
、
都
市
部
を
中

心
に
全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
問
題
は
、
も
は
や
児
童
福
祉
施
策
の
範

囲
で
は
収
ま
ら
ず
、
特
に
産
休
・
育
休
と
直

結
す
る
の
で
、
労
働
問
題
的
側
面
も
有
し
て

い
る
。
当
然
こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
施
策

を
進
め
て
い
る
と
思
う
が
、
改
め
て
待
機
児

童
対
策
に
つ
い
て
の
根
本
的
な
認
識
を
伺
う
。

②
品
川
区
で
は
、
先
駆
的
に
「
産
休
明
け
入

園
予
約
制
度
」
を
導
入
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

厚
生
労
働
省
も
予
約
制
実
施
に
対
す
る
支
援

の
検
討
に
入
っ
た
と
の
報
道
も
な
さ
れ
た
。

1

歳
か
ら
で
も
安
心
し
て
入
園
で
き
る
体
制

の
構
築
と
、
そ
の
周
知
を
早
急
に
図
る
べ
き
。

③
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
小
規
模

保
育
所
が
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
や
、
待
機

児
童
の
多
く
が
ゼ
ロ
歳
児
か
ら
2

歳
児
と
い

う
こ
と
か
ら
、
全
体
量
拡
大
の
取
組
の
中
で

も
乳
児
の
定
員
枠
が
広
が
っ
て
き
た
。
そ
の

結
果
、
課
題
に
な
っ
て
き
た
の
が
3

歳
児
の

転
園
問
題
で
あ
る
。
行
政
と
し
て
、
転
園
や

進
級
が
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
保

護
者
の
不
安
を
い
か
に
解
消
し
、
安
心
に
つ

な
げ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。
対
応

策
を
具
体
的
に
示
し
て
ほ
し
い
。
④
待
機
児

童
問
題
に
関
し
、
整
備
が
進
み
保
育
所
数
が

増
え
、
そ
れ
に
伴
い
保
育
所
利
用
児
童
数
が

増
え
る
中
で
、
安
定
的
か
つ
効
率
的
な
事
務

執
行
が
で
き
る
庁
内
体
制
に
な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
保
護
者
に
対
し
て
も
き
め
細
か

い
対
応
が
で
き
て
い
る
の
か
。
組
織
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
区
長
の
認
識
を
伺
う
。

答

①
待
機
児
童
問
題
解
決
の
た
め
に
は
、

児
童
福
祉
施
策
だ
け
で
な
く
、
育
児

休
業
制
度
の
充
実
な
ど
労
働
政
策
も
重
要
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
総
合
的
な
対
策
に
は
、

国
に
よ
る
取
組
も
強
く
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

区内の自転車駐車場

すみだ中小企業センター

墨田区文化振興財団が入っている
すみだトリフォニーホール
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本
区
の
防
災
対
策
に
つ
い
てあ

　
べ
　
き
み
こ

民

進

党

問

①
非
構
造
部
材
の
耐
震
化
に
つ
い
て
、

指
定
避
難
所
の
大
部
分
を
占
め
る
学

校
の
耐
震
化
は
、
吾
嬬
第
二
中
学
校
の
工
事

が
終
了
す
る
と
1

0

0

％
に
な
る
。
天
井
の

落
下
防
止
や
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
は
、
平
成

27

年
3

月
に
文
部
科
学
省
が
改
訂
し
た
新
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
に
沿
っ
た
点
検
・
補
修
が
必
要

で
あ
る
が
、
区
の
対
応
状
況
を
伺
う
。
②
地

震
発
生
後
、
避
難
所
に
い
ち
早
く
到
着
す
る

人
は
、
区
職
員
や
自
主
防
災
組
織
の
人
と
は

限
ら
な
い
の
で
、
誰
も
が
目
に
す
る
場
所
に

写
真
付
き
の
指
示
書
が
入
っ
た
箱
を
置
き
、

避
難
所
に
最
初
に
来
た
人
は
そ
の
箱
を
開
け
、

指
示
ど
お
り
に
行
動
し
て
も
ら
う
こ
と
で
速

や
か
な
初
動
対
応
が
可
能
に
な
る
「
フ
ァ
ー

ス
ト
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ボ
ッ
ク
ス
」
を
導
入
す
べ

き
。
③
福
祉
避
難
所
に
入
れ
な
い
要
配
慮
者

の
ス
ペ
ー
ス
確
保
に
つ
い
て
、
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
居
住
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が

明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
体
調
の
悪
い
人
に
は

静
か
な
場
所
を
、
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
避
難

し
て
き
た
人
に
は
、
泣
き
声
な
ど
周
り
を
気

に
し
な
く
て
済
む
場
所
が
提
供
で
き
る
よ
う
、

避
難
所
ご
と
に
あ
ら
か
じ
め
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
し
て
お
く
べ
き
。
④
避
難
所
で
は
、
日
中
、

高
齢
者
や
女
性
な
ど
が
中
心
に
な
る
の
で
、

軽
く
て
、
力
が
弱
く
て
も
使
え
る
資
機
材
の

導
入
を
検
討
す
る
べ
き
。
⑤
押
上
駅
周
辺
で

は
、
帰
宅
困
難
者
対
策
に
係
る
災
害
発
生
時

の
行
動
ル
ー
ル
を
取
り
決
め
、
駅
周
辺
の
事

業
者
等
で
協
議
会
を
発
足
さ
せ
た
が
、
錦
糸

町
駅
地
域
や
区
全
体
を
網
羅
し
た
協
議
会
の

設
置
は
考
え
て
い
る
の
か
。

答

①
つ
り
天
井
の
落
下
防
止
は
、
平
成

25

年
度
ま
で
に
全
て
の
体
育
館
な
ど

の
大
規
模
天
井
を
補
強
し
た
が
、
26

年
度
に

は
新
基
準
が
示
さ
れ
た
の
で
、
定
期
点
検
を

行
う
中
で
補
強
措
置
を
行
い
、
安
全
性
を
高

め
て
い
く
。
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
は
、
措
置

が
必
要
な
30

校
の
う
ち
、
今
年
度
で
18

校
終

了
す
る
予
定
だ
が
、
可
能
な
限
り
前
倒
し
し

て
実
施
し
て
い
く
。
②
避
難
所
は
、
区
職
員

と
施
設
管
理
者
が
建
物
の
安
全
確
認
後
に
開

設
す
る
が
、
近
隣
住
民
が
先
に
到
着
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
フ
ァ
ー
ス
ト
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ボ
ッ
ク
ス
の
課
題
も
含
め
、
先
行
事

例
等
を
調
査
研
究
す
る
。
③
個
室
や
な
る
べ

く
階
段
で
の
移
動
の
少
な
い
場
所
な
ど
を
設

け
る
旨
の
内
容
が
、
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
明
記
し
て
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
確
実
に

実
行
で
き
る
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。
④
昨

年
度
か
ら
軽
量
で
使
用
し
や
す
い
発
電
機
の

配
備
な
ど
を
進
め
て
い
る
。
資
機
材
の
更
新

時
期
に
は
、
同
様
の
観
点
か
ら
検
討
を
行
い

対
応
す
る
。
⑤
他
の
駅
に
お
け
る
帰
宅
困
難

者
対
策
に
準
用
で
き
る
行
動
ル
ー
ル
の
素
案

を
本
年
7

月
に
作
成
し
、
9

月
4

日
に
東
京

都
と
の
合
同
訓
練
も
実
施
し
た
。
他
の
地
域

へ
の
協
議
会
の
設
置
は
、
こ
れ
ら
の
進
捗
状

況
と
検
証
結
果
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

検
診
率
の
向
上
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の

活
用
を

問

検
診
は
健
康
づ
く
り
の
第
一
歩
で
、

自
分
の
身
体
の
状
態
を
知
り
、
生
活

習
慣
病
や
が
ん
予
防
に
つ
な
が
る
。
上
田
市

で
は
、
各
種
検
診
の
申
込
書
を
同
一
世
帯
ご

と
に
一
覧
に
し
て
送
付
し
、
各
家
庭
で
は
、

希
望
の
検
診
に
丸
印
を
付
け
返
信
す
る
。
墨

田
区
で
も
、
各
世
帯
に
対
象
と
な
る
検
診
を

お
知
ら
せ
し
て
、
受
診
へ
の
好
機
に
し
て
は

ど
う
か
。
ま
た
、
区
は
9

月
1

日
か
ら
「
す

み
だ
　
け
ん
し
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
ス
タ
ー
ト

し
た
。
自
分
が
対
象
と
な
る
検
診
を
知
る
機

会
が
あ
れ
ば
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
問
い

合
わ
せ
が
増
え
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
活
用

が
図
ら
れ
る
。
受
診
勧
奨
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
を
活
用
で
き
な
い
か
伺
う
。

答

本
区
で
は
、
年
度
当
初
に
特
定
健
診

受
診
対
象
者
全
員
に
対
し
、
が
ん
検

診
の
お
知
ら
せ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
付
し
、

各
人
が
受
診
で
き
る
が
ん
検
診
等
の
案
内
を

行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
す
み
だ
　
け
ん

し
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
9

月
に
開
設
し
た
の
で
、

こ
の
事
業
の
実
施
状
況
や
実
績
等
を
検
証
し
、

よ
り
良
い
検
診
申
込
み
方
法
等
を
検
討
す
る
。

ま
た
、「
す
み
だ
　
け
ん
し
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

の
活
用
に
よ
る
受
診
勧
奨
に
つ
い
て
は
、
現

在
は
、
が
ん
検
診
の
申
込
み
や
40

歳
以
上
の

健
診
の
問
い
合
わ
せ
対
応
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
来
年
度
以
降
に
向
け
て
、
受
診
率
向
上

や
健
康
寿
命
延
伸
を
目
指
し
、
受
診
勧
奨
等

へ
の
業
務
拡
大
を
検
討
し
て
い
く
。

問

す
み
だ
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
の
閉
館

後
、
文
花
・
立
花
地
区
に
お
け
る
期

日
前
投
票
所
の
代
替
施
設
が
必
要
に
な
る
と

考
え
る
が
。

答

引
き
続
き
、
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
現
在
、
設
置
に
適
し
た
施
設

を
検
討
し
て
い
る
。

「すみだ けんしん
ダイヤル」のチラシ

政　務　活　動　費　に　つ　い　て

政務活動費とは
　地方自治法や「墨田区議会政務活動費の交付に関する条例」に基づき、
議員の調査研究その他の活動に必要な経費の一部として、会派に対して、
交付しています。
［交付額］　月額140,000円 × 会派所属議員数 × 月数

政務活動費は、次の使途には支出できません
・政党活動、選挙活動、後援会活動に伴う経費
・私的経費（慶弔餞別、冠婚葬祭、宗教活動、その他私用用務等）
・飲食や懇親を主とした会議等に要する経費

政務活動費収支報告書の公表について
　政務活動費の交付を受けた会派は、収入及び支出に関する収支報告書を作成し、提出しなければなりません。また、収支報告書には、金額に区別な
く、全ての支出に関する領収書等の証拠書類の原本を添付する必要があります。
　なお、収支報告書の写し及び領収書等の証拠書類の写しについては、墨田区議会図書室（墨田区役所15階）で閲覧することができます。収支報告書
の写しは、墨田区議会ホームページにも掲載しています。

平成27年5月～28年3月分の会派別収支状況

政務活動費支出項目の説明

単位：円

会派名

経費項目

墨田区議会
自由民主党

墨田区議会
公明党

日本共産党
墨田区議会議員団

地域連合
「すみだの絆」

墨田区議会民進党
（旧墨田区議会民主党）

墨田オンブズマン 新しいすみだ 墨田区議会民進党墨田の会
（旧墨田区議会維新の党）

13人 7人 5人 2人 2人 1人 1人 1人

収入 交付額（A） 20,020,000 10,780,000 7,700,000 3,080,000 3,080,000 1,540,000 1,540,000 1,540,000

支出

調査研究費 2,238,458 682,099 1,210,000 154,031 536,766 151,341 70,420 116,427

研修費 35,000 668,700 713,595 28,000 211,320 402,800 120,461 29,772

会議費 24,840 8,430 363,874 77,000 0 0 0 0

資料作成費 0 0 60,000 0 0 0 0 640

資料購入費 485,295 1,040,077 279,939 88,350 23,300 83,523 7,212 136,808

広報広聴費 7,272,021 2,429,296 2,368,612 1,276,676 368,480 1,037,504 1,234,650 57,149

要請・陳情活動費 0 0 0 0 0 0 0 0

事務費 5,231,766 2,410,794 2,655,381 858,832 1,711,516 343,857 107,088 648,500

人件費 0 0 0 0 0 0 0 0

支出計（B） 15,287,380 7,239,396 7,651,401 2,482,889 2,851,382 2,019,025 1,539,831 989,296

預金利息の支出充当（C） △1,268 △736 △286 △136 △90 0 0 △92

残余が生じた額（Aー（B+C）） 4,733,888 3,541,340 48,885 597,247 228,708 0 169 550,796

※平成27年4月に選挙があり、5月から新しい区議会が構成されたため、5月分以降を掲載しています。平成27年4月分は区議会ホームページをご覧ください。

調 査 研 究 費 会派が行う区の事務及び地方行財政に関する調査研究並びに調査委託に要する経費

研 修 費
会派が行う研修会、講演会等の実施経費及び他団体が開催する研修会、講演会等へ
の参加に要する経費

会 議 費 会派が行う各種会議、団体等が開催する意見交換会等各種会議への参加に要する経費

資 料 作 成 費 会派が行う活動のために必要な資料の作成に要する経費

資 料 購 入 費 会派が行う活動のために必要な資料の購入に要する経費

広 報 広 聴 費
会派が行う調査研究活動及び議会活動、区政策等の区民への周知、区民の意見・要
望等の聴取、区民相談等の活動に要する経費

要請・陳情活動費 会派が行う要請及び陳情活動に要する経費

事 務 費 会派が行う活動に係る事務遂行に要する経費

人 件 費 会派が行う活動の補助を目的として雇用する者に係る経費



人が輝く いきいき すみだすみだ区議会だより　2016年（平成28年）11月8日（5）

一
　
　
　
般
　
　
　
質
　
　
　
問

契
約
課
の
発
注
契
約
が
、
特
定
の
業
者

に
集
中
し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て

今
ま
で
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
た
主
な
事

業
の
進
捗
状
況
を
伺
う

鐘
ヶ
淵
通
り
の
拡
幅
事
業
と
鐘
ヶ
淵
駅

付
近
の
高
架
化
に
つ
い
て

高
濃
度
乳
腺
対
象
者
に
精
密
検
査
を
勧

奨
す
べ
き

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
へ

向
け
た
吾
妻
橋
地
区
の
周
辺
整
備
が
急
務

墨
田
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

大
　
瀬
　
康
　
介

問

①
一
定
価
格
帯
の
指
名
競
争
入
札
に

つ
い
て
、
契
約
課
が
常
に
同
じ
4

業

者
を
指
名
し
て
い
る
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
る
。

発
注
が
一
部
の
業
者
に
集
中
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
、
過
去
2

回
の
本
会
議
で
質
問
を

し
た
。「
公
平
な
競
争
の
結
果
」
と
の
答
弁

で
あ
っ
た
が
、
契
約
課
が
指
名
す
る
業
者
が

常
に
同
じ
4

業
者
だ
け
と
い
う
事
実
を
確
認

し
た
上
で
も
同
じ
答
弁
を
す
る
の
か
。
②
メ

ー
カ
ー
出
荷
伝
票
の
提
出
を
求
め
る
理
由
に

つ
い
て
の
質
問
に
対
し
、「
当
該
商
品
の
信

頼
性
を
高
め
、
確
実
に
保
証
を
受
け
る
た
め

の
担
保
」
と
の
答
弁
だ
っ
た
。
メ
ー
カ
ー
に

聞
く
と
「
出
荷
伝
票
で
は
納
入
日
を
確
認
で

き
ず
、
保
証
を
受
け
る
担
保
に
な
ら
な
い
」

と
の
回
答
だ
っ
た
。
保
証
の
担
保
と
な
る
具

体
的
な
根
拠
や
メ
ー
カ
ー
名
を
示
す
べ
き
。

答

①
予
定
価
格
が
40

万
円
以
上
3

0

0

万
円
未
満
の
借
上
げ
、
請
負
、
委
託

そ
の
他
の
契
約
に
関
す
る
指
名
競
争
入
札
は
、

指
名
基
準
に
基
づ
き
4

社
以
上
を
指
名
し
て

い
る
。
区
発
注
の
契
約
案
件
は
多
種
多
様
で
、

案
件
ご
と
に
業
者
を
指
名
し
て
お
り
、
常
に

指
摘
の
業
者
が
指
名
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
。
②
保
証
書
等
と
併
せ
て
メ
ー
カ
ー

出
荷
伝
票
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
確
実
性
が

増
す
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
特
定
の
メ
ー
カ

ー
に
限
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

問

学
校
主
事
が
委
託
に
よ
り
学
校
管
理

員
に
替
わ
っ
て
い
る
が
、
優
秀
な
人

材
の
確
保
や
管
理
監
督
は
で
き
て
い
る
の
か
。

答

人
材
確
保
は
重
要
事
項
で
あ
る
。
校

長
か
ら
業
務
の
履
行
状
況
等
を
聞

き
、
必
要
に
応
じ
改
善
指
導
を
行
っ
て
い
く
。

問

横
川
小
学
校
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
応

と
、
け
が
や
校
庭
の
高
温
化
に
配
慮

し
た
安
全
な
ゴ
ム
チ
ッ
プ
舗
装
化
を
問
う
。

答

豪
雨
対
策
は
、
今
後
U
字
溝
を
設
け

る
。
ゴ
ム
チ
ッ
プ
舗
装
は
校
庭
改
修

時
に
順
次
導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問

①
区
内
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
出
場
選
手
へ
の
支
援
に
つ

い
て
、
著
作
権
等
の
問
題
は
あ
る
が
、
例
え

ば
区
が
、
区
内
で
区
民
が
大
勢
集
ま
っ
て
応

援
す
る
場
所
を
都
に
提
供
し
て
、
都
が
応
援

モ
ニ
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
ら

ど
う
か
。
②
海
抜
が
低
い
本
区
に
と
っ
て
、

水
害
対
策
は
重
要
で
あ
り
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

で
の
救
助
体
制
は
急
務
で
あ
る
。
区
立
小
・

中
学
校
屋
上
の
ヘ
リ
サ
イ
ン
に
つ
い
て
、
整

備
状
況
と
今
後
の
見
通
し
を
伺
う
。

答

①
今
回
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
大
会

の
公
式
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

は
、
東
京
都
や
文
京
区
な
ど
で
行
っ
て
い
る
。

区
内
で
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
様
々
な
課
題

が
あ
る
が
、
2

0

2

0

東
京
大
会
に
向
け
て
、

関
係
機
関
や
関
係
部
署
と
も
調
整
を
し
て
い

く
。
②
避
難
所
予
定
施
設
で
あ
る
区
立
小
・

中
学
校
へ
の
ヘ
リ
サ
イ
ン
表
示
に
つ
い
て
は
、

学
校
改
修
工
事
等
と
の
調
整
も
図
り
つ
つ
、

平
成
31

年
度
を
目
途
に
整
備
を
完
了
す
る
予

定
で
あ
る
。

問

北
十
間
川
立
花
地
区
と
横
十
間
川
都

立
墨
東
病
院
船
着
場
の
都
・
区
の
整

備
計
画
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

答

災
害
時
の
搬
送
路
確
保
の
観
点
か

ら
、
都
の
基
盤
整
備
等
の
進
捗
に
合

わ
せ
、
船
を
傷
め
な
い
た
め
の
防
舷
材
や
係

留
用
ロ
ー
プ
を
巻
き
つ
け
る
た
め
の
施
設
な

ど
を
区
が
整
備
す
る
。

問

災
害
に
お
け
る
職
員
派
遣
に
つ
い

て
、
派
遣
先
の
職
員
の
食
事
等
の
管

理
や
身
の
安
全
な
ど
、
区
と
し
て
再
度
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答

被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
は
、
地
元
自

治
体
か
ら
都
や
区
に
派
遣
の
要
請
が

あ
り
、
都
と
特
別
区
が
共
同
の
支
援
を
決
定

し
て
実
施
し
て
い
る
。
派
遣
に
当
た
っ
て
は
、

今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
を
と
り
、
安
全
確

保
等
に
努
め
る
。

問

①
鐘
ヶ
淵
通
り
の
拡
幅
事
業
は
、
13

年
経
過
し
て
も
事
業
が
完
了
せ
ず
、

地
元
か
ら
は
「
ま
ち
壊
し
」
と
の
声
も
あ
る
。

国
土
交
通
省
は
事
業
停
滞
防
止
の
観
点
か
ら

事
業
期
間
を
5

年
と
し
て
い
る
が
、
現
状
を

ど
う
思
う
か
。
②
鐘
ヶ
淵
通
り
の
2

期
工
事

は
買
収
が
始
ま
っ
た
が
、
都
の
補
償
額
の
提

示
が
地
権
者
個
人
の
補
償
だ
か
ら
と
秘
密
に

さ
れ
、
補
償
額
に
隔
た
り
が
あ
る
と
聞
く
。

情
報
を
開
示
し
、
地
権
者
が
生
活
と
営
業
の

再
建
計
画
を
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
べ
き
。

③
都
に
鐘
ヶ
淵
駅
付
近
の
早
期
高
架
化
実
現

の
要
請
行
動
を
し
た
。
地
元
地
域
に
区
の
考

え
と
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
す
べ
き
。

答

①
拡
幅
事
業
の
報
告
を
都
に
求
め
、

整
備
の
進
捗
を
確
認
し
て
き
た
。

「
ま
ち
づ
く
り
の
駅
」
も
活
用
し
、
関
係
権

利
者
の
生
活
再
建
に
向
け
た
更
な
る
サ
ポ
ー

ト
を
行
う
こ
と
で
、
事
業
主
体
で
あ
る
都
と

連
携
し
て
事
業
認
可
期
間
内
で
の
完
成
を
目

指
す
。
②
鐘
ヶ
淵
通
り
2

期
区
間
は
物
件
調

査
が
約
7

割
ま
で
進
ん
で
い
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
補
償
問
題
は
、
当
事
者
に
丁
寧
で
十

分
な
説
明
を
し
、
納
得
の
上
で
契
約
を
進
め

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
補
償
内
容
は
個
人

情
報
の
た
め
、
本
人
提
示
と
な
る
。
③
立
体

化
の
候
補
区
間
と
な
る
た
め
に
、
駅
前
広
場

の
検
討
等
、
地
域
の
方
々
と
検
討
し
て
い
く
。

問

区
内
の
駅
の
危
険
個
所
の
実
態
を
把

握
し
、
利
用
者
へ
周
知
す
る
と
と
も

に
、
関
係
機
関
に
改
善
を
働
き
か
け
る
べ
き
。

答

国
交
省
の「
駅
ホ
ー
ム
に
お
け
る
安
全

性
向
上
の
検
討
会
」の
結
果
と
鉄
道

事
業
者
の
対
策
を
注
視
し
、適
切
に
対
応
す
る
。

問

墨
田
川
高
校
旧
堤
校
舎
跡
地
に
防
災

機
能
の
強
化
と
、
高
齢
者
施
設
の
整

備
に
つ
い
て
、
東
京
都
と
協
議
を
す
べ
き
。

答

都
地
域
防
災
計
画
の
大
規
模
救
出
救

助
活
動
拠
点
候
補
地
で
あ
り
、
災
害

活
動
拠
点
と
な
る
た
め
、
活
用
困
難
で
あ
る
。

問

高
濃
度
乳
腺
は
、
乳
房
の
中
に
乳
腺

が
多
く
発
達
し
て
い
る
こ
と
で
、
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
画
像
で
は
白
く
映
る
た
め
、

同
じ
よ
う
に
白
く
映
る
腫
瘍
の
見
落
と
し
や

見
つ
け
に
く
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

読
影
技
術
向
上
の
た
め
、
検
診
の
精
度
管
理

も
大
変
重
要
だ
が
、
結
果
を
受
け
取
る
本
人

に
高
濃
度
乳
腺
で
あ
る
こ
と
を
告
知
す
る
こ

と
も
、
自
ら
の
命
を
守
る
観
点
か
ら
必
要
不

可
欠
で
あ
る
。
区
か
ら
の
検
査
結
果
に
お
い

て
、
高
濃
度
乳
腺
対
象
者
に
「
異
常
な
し
」

で
は
な
く
「
判
別
困
難
」
と
の
結
果
を
通
知

し
、
精
密
検
査
を
勧
奨
す
べ
き
と
思
う
が
、

区
長
の
考
え
を
伺
う
。

答

高
濃
度
乳
腺
で
は
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
に
よ
る
が
ん
の
識
別
が
難
し
い
と

言
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
実
施
医
療
機
関

と
協
議
の
上
、
検
診
結
果
が
高
濃
度
乳
腺
の

場
合
は
判
別
困
難
な
た
め
、
超
音
波
検
査
を

受
け
る
よ
う
、
精
密
検
査
の
受
診
勧
奨
を
行

う
。問

長
野
市
で
は
3

歳
児
健
診
の
際
に
、

乳
が
ん
検
診
の
重
要
性
を
広
報
し
て

い
る
が
、
区
長
の
考
え
を
伺
う
。

答

乳
が
ん
は
唯
一
自
己
診
断
が
で
き
る

の
で
、
若
い
う
ち
か
ら
の
実
践
が
重

要
と
考
え
る
。
3

歳
児
健
診
の
際
の
母
親
に

対
す
る
啓
発
は
効
果
的
な
の
で
実
施
す
る
。

問

骨
髄
バ
ン
ク
推
進
施
策
は
、
国
が
行

う
べ
き
と
認
識
し
て
い
る
が
、
区
も

提
供
し
た
ド
ナ
ー
や
事
業
者
に
対
し
て
支
援

策
を
講
ず
る
べ
き
。

答

来
年
度
を
目
途
に
、
支
援
事
業
の
創

設
を
検
討
す
る
。

問

自
転
車
関
連
の
事
故
比
率
を
減
少
さ

せ
る
た
め
、「（
仮
称
）
自
転
車
に
関

す
る
安
全
利
用
促
進
の
た
め
の
条
例
」
を
制

定
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答

自
転
車
関
連
施
策
の
将
来
を
見
据
え

な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

問

①
昨
年
の
第
3

回
定
例
会
に
お
い

て
、
本
所
吾
妻
橋
自
転
車
駐
車
場
を

利
用
者
の
利
便
性
に
配
慮
し
な
が
ら
も
通
行

に
支
障
の
な
い
安
全
な
場
所
へ
移
動
す
る
考

え
が
あ
る
の
か
質
問
し
た
。
そ
の
後
、
地
元
か

ら
要
望
書
も
提
出
さ
れ
た
。
4

年
後
を
見
据

え
、
安
全
な
歩
道
の
確
保
の
た
め
、
地
元
の

不
動
産
業
者
に
協
力
を
仰
ぎ
、
区
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
な
い
土
地
等
の
調
査
や
交
渉
を

す
べ
き
で
あ
る
。
②
狭
小
地
の
解
決
例
を
参

考
に
、
機
械
式
立
体
自
転
車
駐
車
場
な
ど
を

検
討
し
て
ほ
し
い
。
③
浅
草
通
り
へ
の
自
転

車
専
用
レ
ー
ン
の
設
置
を
都
に
要
請
す
べ
き
。

答

①
要
望
を
受
け
、
道
路
管
理
者
で
あ

る
都
と
協
議
を
重
ね
、
新
た
な
自
転

車
駐
車
場
の
設
置
に
向
け
調
整
中
で
あ
る
。

駅
周
辺
の
民
有
地
を
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
土
地
所
有
者
や
地
元
不
動
産
業
者
等

と
調
整
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
②
吾

妻
橋
地
区
は
、
浅
草
か
ら
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
の
動
線
上
に
お
い
て
重
要
な
地
区
で
あ
り
、

観
光
客
に
と
っ
て
も
快
適
な
歩
行
空
間
に
す

る
必
要
が
あ
る
。
今
後
も
、
様
々
な
手
法
を

検
討
し
て
自
転
車
駐
車
場
の
確
保
に
努
め
る

と
と
も
に
、
自
転
車
の
整
理
整
頓
や
利
用
者

の
マ
ナ
ー
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
③
自

転
車
走
行
レ
ー
ン
や
ナ
ビ
マ
ー
ク
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
既
に
都
へ
働
き
か
け
て
い
る
。

問

中
学
生
海
外
派
遣
事
業
に
つ
い
て
、

区
長
の
決
意
を
聞
く
。
将
来
区
で
活

躍
す
る
国
際
人
の
育
成
と
活
用
を
図
る
べ
き
。

答

「
国
際
文
化
観
光
都
市
す
み
だ
」
を

担
う
子
ど
も
の
育
成
を
目
指
し
て
、

継
続
性
を
持
っ
て
実
施
し
て
い
く
。

問

「
す
み
だ
　
け
ん
し
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

の
受
付
体
制
強
化
、
再
検
査
対
象
者

へ
の
受
診
勧
奨
、
商
工
会
議
所
と
の
連
携
を
。

答

土
・
日
や
平
日
夜
間
の
受
付
も
可
能

と
な
る
よ
う
検
討
し
、
受
診
勧
奨
の

徹
底
及
び
商
工
会
議
所
と
の
連
携
も
図
る
。

民
進
党
墨
田
の
会

渋
田
　
ち
し
ゅ
う

日
本
共
産
党

と
し
ま
　
　
　
剛

公
明
党

は
ね
だ
　
福
　
代

自
由
民
主
党

坂
　
井
　
ユ
カ
コ

特
別
委
員
会
の
活
動

特
別
委
員
会
の
活
動

観
光
対
策
等
調
査
特
別
委
員
会

【
7
月
25
日
】

委
員
会
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
及
び

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

　
区
内
循
環
バ
ス
に
つ
い
て
1

年
間
を
か
け

て
調
査
・
検
討
を
行
い
、
検
討
結
果
報
告
書

を
委
員
長
か
ら
議
長
に
提
出
す
る
と
の
運
営

方
針
が
示
さ
れ
、
了
承
し
た
。

区
内
循
環
バ
ス
の
現
状
に
つ
い
て

　
計
画
か
ら
運
行
に
至
る
ま
で
の
経
緯
等
に

つ
い
て
調
査
し
た
。

【
10
月
11
日
】

平
成
28
年
度
第
一
回
観
光
対
策
等
調
査

特
別
委
員
会
に
お
け
る
追
加
資
料
に
つ

い
て

　
追
加
資
料
に
基
づ
き
、
区
内
循
環
バ
ス
の

予
算
や
利
用
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

墨
田
区
内
循
環
バ
ス
の
運
行
に
関
す
る

次
期
協
定
の
考
え
方
に
つ
い
て

　
平
成
29

年
度
以
降
の
協
定
に
向
け
た
考
え

方
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
し
た
。

他
自
治
体
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
行
状
況
等
の
調
査
に
つ
い
て

　
他
自
治
体
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
に

基
づ
き
、
運
行
状
況
等
の
研
究
を
し
た
。

水
辺
空
間
を
活
用
し
た
賑
わ
い
の
創
出

に
つ
い
て

　
リ
バ
ー
サ
イ
ド
カ
フ
ェ
の
誘
致
及
び
産
直

市
（
マ
ル
シ
ェ
）
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

両
国
観
光
案
内
所
の
移
転
に
つ
い
て

　
両
国
観
光
案
内
所
の
移
転
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

及
び
概
要
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
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企
画
総
務
・
区
民
文
教
・
産
業
都
市
委
員

会
で
、
区
施
設
の
使
用
料
改
定
等
に
係
る

条
例
案
（
20
件
）
を
審
査
し
ま
し
た
。

 

　 【
概
要
】受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
た

め
、使
用
料
・
利
用
料
金
の
上
限
額
を
改
定

す
る
と
と
も
に
、新
た
に
区
民
外
料
金
を
設

け
る
も
の（
一
部
施
設
を
除
く
。）

企
画
総
務
委
員
会

　
開
会
日
　

9
月
27
日
（
火
）

　
　
　
　
　

9
月
30
日
（
金
）

　
案
　
件
　
議
案
13
件
、
陳
情
1
件
、

　
　
　
　
　
報
告
3
件

◆
主
な
審
査
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

可決

＊�

墨
田
区
社
会
福
祉
会
館
条
例
外

1
件
（
一
部
改
正
）

な
ぜ
、
値
上
げ
を
決
め
る
前
に
十
分
区
民

の
意
見
を
聞
く
姿
勢
を
持
た
な
か
っ
た
の
か

問

区
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

重
要
な
案
件
を
全
区
民
に
説
明
す
る

場
も
設
け
て
い
な
い
。
な
ぜ
、
値
上
げ
を
決

め
る
前
に
十
分
区
民
の
意
見
を
聞
こ
う
と
い

う
姿
勢
を
持
た
な
か
っ
た
の
か
。

答

協
治
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
推
進
条
例
で

は
、
使
用
料
の
値
上
げ
等
に
つ
い
て

は
区
政
へ
の
参
加
の
対
象
外
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
地
方
自
治
法
で
も
直
接
請
求
の
対
象

外
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
考
え
方
は
同
じ
で

あ
る
。
区
と
し
て
判
断
し
、
区
民
に
提
示
を

す
る
の
が
基
本
的
な
原
則
と
捉
え
て
い
る
。

受
益
者
負
担
の
基
準
が
不
透
明
で
あ
る

問

3

年
後
に
改
定
の
見
直
し
を
行
う
と

い
う
こ
と
だ
が
、
そ
れ
に
向
け
て
区

民
に
開
示
さ
れ
た
適
正
な
料
金
を
示
す
基
準

を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

答

ル
ー
ル
化
す
る
こ
と
は
大
事
だ
と
思

っ
て
い
る
。
早
速
検
討
を
始
め
、
3

年
後
を
目
指
し
て
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

不採択

施
設
使
用
料
等
の
値
上
げ
中
止

に
関
す
る
陳
情
【
第
1
項
】

　
第
1
項

：

地
域
集
会
所
等
、
区
民
施
設
の

使
用
料
の
値
上
げ
を
中
止
す
る
こ
と
を
求
め

る
も
の

受
益
者
負
担
率
を
平
均
値
に
近
づ
け
る
必

要
が
あ
る

意見

今
回
の
使
用
料
の
値
上
げ
は
、
社
会

的
経
済
状
況
等
を
勘
案
し
て
改
定
率

を
定
め
て
お
り
、
受
益
者
負
担
率
を
平
均
値

に
近
づ
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
不
採
択

と
す
べ
き
だ
が
、
な
ぜ
値
上
げ
が
必
要
な
の

か
丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

関
係
者
の
意
見
を
よ
く
聞
い
て
ほ
し
い

意見

今
回
、
条
例
で
上
限
額
を
定
め
、
今

後
は
規
則
に
よ
っ
て
使
用
料
を
決
め

る
こ
と
に
な
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
来
年

4

月
の
値
上
げ
を
中
止
す
る
こ
と
も
踏
ま
え
、

関
係
者
の
意
見
を
よ
く
聞
い
て
ほ
し
い
。
こ

の
陳
情
は
採
択
す
べ
き
で
あ
る
。

報告

大
学
誘
致
の
進
捗
状
況
等
に
つ

い
て

　
本
区
へ
の
進
出
意
向
を
示
し
て
い
る
大
学

と
の
協
議
状
況
に
つ
い
て
の
報
告

い
つ
ま
で
に
大
学
を
誘
致
す
る
の
か

問

大
学
誘
致
は
地
元
の
方
も
待
っ
て
い

る
の
で
、
状
況
を
随
時
教
え
て
ほ
し

い
。「
ま
だ
交
渉
中
」
と
い
う
の
は
や
め
て
、

い
つ
ま
で
に
大
学
を
誘
致
す
る
と
い
う
期
限

を
決
め
て
ほ
し
い
。

答

何
と
か
今
年
度
中
に
は
方
向
性
だ
け

で
も
出
し
た
い
と
い
う
気
構
え
で
、

臨
ん
で
い
き
た
い
。

区
民
文
教
委
員
会

　
開
会
日
　

9
月
21
日
（
水
）

　
　
　
　
　

　
案
　
件
　
議
案
17
件
、
報
告
3
件

　
　
　
　
　

◆
主
な
審
査
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

可決

＊�

墨
田
区
み
ど
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
条
例
　
外
13
件
（
一

部
改
正
）

区
民
の
声
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い

る
の
か

問

使
用
料
等
の
値
上
げ
の
問
題
に
つ
い

て
は
、「
施
設
使
用
料
等
の
値
上
げ

中
止
に
関
す
る
陳
情
」
が
出
さ
れ
、
施
設
利

用
者
か
ら
は
「
区
民
の
こ
と
を
考
え
て
い
な

い
」
等
の
様
々
な
声
も
出
て
い
る
。
こ
う
し

た
声
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

答

施
設
維
持
に
か
か
る
経
費
等
も
含
め

て
、
施
設
を
利
用
し
な
い
方
と
利
用

す
る
方
と
の
負
担
の
公
平
性
と
い
う
点
を
、

丁
寧
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。施

設
の
柔
軟
な
利
用
方
法
を
検
討
し
て
ほ

し
い

問

使
用
料
等
の
見
直
し
の
際
に
は
、
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
な
、

柔
軟
な
運
用
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

例
え
ば
、
ホ
ー
ル
を
1

週
間
ま
と
め
て
借
り

る
場
合
は
何
割
か
減
額
す
る
な
ど
、
使
い
や

す
い
条
件
を
付
け
て
稼
働
率
や
利
便
性
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

答

施
設
の
稼
働
率
や
区
民
の
利
便
性
向

上
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
策
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
全
庁

的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

常
任
委
員
会
の
活
動

常
任
委
員
会
の
活
動

産
業
都
市
委
員
会

　
開
会
日
　

9
月
26
日
（
月
） 

　
　
　
　
　

　
案
　
件
　
議
案
6
件
、
陳
情
2
件
、 

　
　
　
　
　
報
告
9
件

◆
主
な
審
査
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

可決

＊�

す
み
だ
産
業
会
館
条
例
　
外
3

件
（
一
部
改
正
）

産
業
会
館
の
区
民
優
先
利
用
枠
に
関
す
る

議
論
は
な
か
っ
た
の
か

問

産
業
会
館
の
区
民
利
用
料
金
は
例
外

的
に
据
置
き
と
な
っ
た
。
区
民
優
先

利
用
枠
の
よ
う
な
も
の
を
設
け
て
、
同
一
料

金
だ
が
区
民
の
予
約
は
優
先
的
に
受
け
る
等

の
考
え
方
は
議
論
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

答

広
く
産
業
振
興
の
た
め
の
展
示
会
を

行
う
こ
と
を
設
置
目
的
に
し
て
お

り
、
区
民
優
先
と
い
う
考
え
は
入
れ
て
い
な

か
っ
た
。
今
後
、
区
内
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
等

を
伺
い
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

可決

墨
田
区
客
引
き
行
為
等
の
防
止

に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

　
安
全
で
安
心
な
生
活
環
境
を
よ
り
一
層
確

保
す
る
た
め
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

地
区
を
重
点
地
区
に
指
定
し
、
執
よ
う
な
客

引
き
行
為
に
加
え
て
通
常
の
客
引
き
行
為
、

客
待
ち
行
為
等
を
禁
止
す
る
も
の

大
切
な
の
は
、
条
例
を
改
正
し
た
後
、
ど

の
よ
う
に
運
用
す
る
か
と
い
う
こ
と

意見

新
宿
区
の
よ
う
に
条
例
改
正
と
同
時

に
警
備
体
制
の
強
化
を
行
い
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
な
ど
で
効
果
測
定
を
行
う
べ
き
。

受
益
者
負
担
の
考
え
方
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
周
知
す
る
べ
き

問

使
用
料
等
の
算
定
方
法
を
明
ら
か
に

す
る
べ
き
で
、
例
え
ば
建
物
の
減
価

償
却
を
含
む
自
治
体
と
含
ま
な
い
自
治
体
が

あ
る
。
本
区
は
含
ん
で
算
定
し
て
い
る
が
、

何
を
受
益
者
が
負
担
す
る
か
、
そ
の
範
囲
も

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

答

減
価
償
却
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

算
定
の
基
礎
に
入
れ
て
い
な
か
っ
た

が
、
監
査
委
員
や
公
認
会
計
士
等
の
専
門
家

か
ら
の
指
摘
も
あ
り
、
コ
ス
ト
と
し
て
算
定

す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
う
し
た
点
を
、
区
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
く
。

可決

墨
田
区
地
域
集
会
所
設
置
条
例

（
一
部
改
正
）

　
す
み
だ
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
に
伴

い
、
西
あ
ず
ま
集
会
所
を
廃
止
す
る
も
の

集
会
所
単
独
で
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
か

問

西
あ
ず
ま
集
会
所
は
、
す
み
だ
中
小

企
業
セ
ン
タ
ー
と
一
体
と
な
っ
た
施

設
で
あ
る
が
、
単
独
で
使
用
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
。
も
し
単
独
で
使
用
し
た
場
合
、

年
間
の
費
用
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

答

す
み
だ
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
は
、
施

設
の
維
持
管
理
費
だ
け
で
1

億

2

0

0

0

万
円
程
度
か
か
っ
て
お
り
、
も
し

単
独
で
集
会
所
を
使
用
し
た
場
合
で
も
、
警

備
や
施
設
改
修
が
必
要
と
な
り
、
試
算
で
は

数
千
万
円
か
か
る
見
込
み
で
あ
る
。

集
会
所
の
代
替
用
地
を
確
保
す
る
こ
と

問

代
替
用
地
の
確
保
に
当
た
っ
て
は
、

周
辺
の
集
会
所
だ
け
で
は
な
く
、
区

の
あ
ら
ゆ
る
施
設
の
活
用
を
考
え
、
柔
軟
に

対
応
し
て
も
ら
い
た
い
。

答

近
隣
で
活
用
可
能
な
施
設
に
つ
い
て

調
整
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
地

元
の
方
の
理
解
も
得
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
。

不採択

す
み
だ
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
の

存
続
に
関
す
る
陳
情

　
す
み
だ
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
を
現
状
の
ま

ま
存
続
さ
せ
、
も
の
づ
く
り
支
援
を
一
層
強

化
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の

施
設
と
し
て
の
同
セ
ン
タ
ー
は
必
ず
し
も

必
要
と
は
認
め
ら
れ
な
い

意見

測
定
器
の
移
設
、
産
業
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
制
度
に
よ
る
ソ
フ
ト
面
の
確

保
の
ほ
か
、
情
報
発
信
や
人
材
育
成
等
に
つ

い
て
は
新
た
な
産
業
支
援
・
も
の
づ
く
り
支

援
の
中
で
更
な
る
充
実
が
図
ら
れ
る
と
の
こ

と
な
の
で
、
十
分
に
手
当
て
が
な
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
不
採
択
と
す
べ
き
で
あ
る
。

必
要
な
施
設
と
考
え
る
の
で
、
廃
止
に
は

反
対
す
る

意見

廃
止
の
背
景
に
は
、
施
策
の
変
質
、

民
営
化
の
推
進
、
大
学
誘
致
な
ど
の

思
惑
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
必
要
な
施
設

と
考
え
る
の
で
、
採
択
す
べ
き
で
あ
る
。

不採択

施
設
使
用
料
等
の
値
上
げ
中
止

に
関
す
る
陳
情
【
第
2
項
】

　
第
2
項

：

自
転
車
駐
車
場
の
「
登
録
手
数

料
」
か
ら
「
使
用
料
」
へ
の
変
更
及
び
値
上

げ
を
中
止
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の

使
用
料
の
値
上
げ
は
放
置
自
転
車
対
策
に

寄
与
す
る

意見

使
用
料
は
高
い
よ
り
安
い
ほ
う
が
い

い
け
れ
ど
も
、
こ
の
値
上
げ
が
放
置

自
転
車
対
策
に
寄
与
す
る
こ
と
、
ま
た
、
値

上
げ
に
よ
る
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
い
と
こ
ろ

に
は
、
き
ち
ん
と
対
応
し
て
い
く
と
の
こ
と

か
ら
、
不
採
択
と
す
べ
き
で
あ
る
。

更
な
る
負
担
の
押
付
け
は
認
め
ら
れ
な
い

意見

区
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
が
苦
し
い

中
、
更
に
負
担
を
押
し
付
け
る
こ
と

は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
採
択
す
べ
き
で
あ
る
。
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る
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
墨
田
区
で

は
大
丈
夫
だ
っ
た
の
か
。

答

周
辺
の
町
会
に
、
計
画
に
つ
い
て
説

明
を
し
て
き
た
。
子
ど
も
の
た
め
だ

か
ら
と
、
快
く
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

不採択

受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
早
期
制

定
に
関
す
る
陳
情

　
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
受
動
喫
煙
防
止
条

例
の
早
期
制
定
を
求
め
る
も
の

不採択

墨
田
区
に
お
け
る
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
受
動
喫
煙
防
止
対
策
に

関
す
る
陳
情

　
飲
食
施
設
事
業
者
の
実
態
に
則
し
た
取
組

を
官
民
一
体
と
な
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

受
動
喫
煙
防
止
対
策
を
求
め
る
も
の

不採択

墨
田
区
に
お
け
る
受
動
喫
煙
防

止
に
関
す
る
陳
情

　
条
例
化
に
よ
る
強
制
的
な
規
制
で
は
な
く
、

事
業
者
の
自
主
的
な
取
組
に
よ
る
受
動
喫
煙

防
止
対
策
を
求
め
る
も
の

※
3
件
を
一
括
し
て
審
査
し
ま
し
た
。

国
や
都
に
対
し
て
、
受
動
喫
煙
防
止
を
推

進
す
る
よ
う
発
信
す
べ
き

意見

3

件
の
陳
情
が
目
指
す
と
こ
ろ
は
受

動
喫
煙
の
防
止
で
あ
る
。
こ
れ
は
国

の
問
題
で
あ
り
、
国
民
の
健
康
増
進
の
た
め

で
あ
る
た
め
、
一
つ
の
区
と
し
て
こ
れ
を
推

進
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
3

件
と
も
不
採

択
と
し
た
上
で
、
区
議
会
と
し
て
国
や
都
に

意
見
書
を
出
す
べ
き
。

受
動
喫
煙
防
止
に
向
け
、
区
も
積
極
的
に

取
り
組
む
べ
き

意見

区
が
条
例
を
つ
く
り
、
率
先
し
て
受

動
喫
煙
を
防
止
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
だ
と
考
え
る
の
で
、
条
例
の
早
期
制
定
に

関
し
て
は
、
採
択
と
し
た
い
。

福
祉
保
健
委
員
会

　
開
会
日
　

9
月
23
日
（
金
）

　
　
　
　
　

　
案
　
件
　
議
案
2
件
、
陳
情
3
件
、

　
　
　
　
　
報
告
4
件

◆
主
な
審
査
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

可決

墨
田
区
認
定
こ
ど
も
園
条
例

（
新
設
）

　
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
に
対
す
る
教
育

及
び
保
育
並
び
に
保
護
者
に
対
す
る
子
育
て

支
援
の
総
合
的
な
提
供
を
推
進
す
る
た
め
、

墨
田
区
認
定
こ
ど
も
園
を
設
置
す
る
も
の

認
定
こ
ど
も
園
は
、幼
稚
園
と
保
育
所
の
両

方
の
良
さ
を
併
せ
持
っ
て
い
る
施
設
を
い
う
。

幼
保
連
携
型
を
選
択
し
た
理
由
と
そ
の
メ

リ
ッ
ト
は
何
か

問

認
定
こ
ど
も
園
に
は
、
幼
保
連
携

型
・
保
育
所
型
・
幼
稚
園
型
・
地
方

裁
量
型
の
4

類
型
が
あ
る
が
、
幼
保
連
携
型

を
選
択
し
た
理
由
と
そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

答

幼
保
連
携
型
の
場
合
は
、
1

号
認
定

（
3

歳
以
上
）
の
定
員
枠
を
設
定
し

な
く
て
も
よ
い
と
い
う
点
が
あ
る
。
ま
た
、

学
校
と
児
童
福
祉
施
設
の
両
方
の
法
的
な
位

置
付
け
を
持
つ
の
で
、
そ
の
中
で
幼
児
教
育

を
高
め
て
い
け
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

可決

墨
田
区
保
育
所
条
例
（
一
部
改

正
）

　
東
あ
ず
ま
保
育
園
の
耐
震
化
工
事
の
実
施

に
伴
い
、
工
事
期
間
に
お
け
る
同
園
の
位
置

を
、
仮
園
舎
を
設
置
す
る
位
置
と
す
る
も
の

公
園
内
の
保
育
園
仮
園
舎
設
置
に
対
し
、

反
対
意
見
は
な
か
っ
た
の
か

問

今
回
、
東
あ
ず
ま
公
園
の
中
に
仮
園

舎
を
設
置
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

他
の
自
治
体
で
は
公
園
内
に
保
育
園
を
建
て

平
成
27
年
度
決
算
を
審
査
し
て
い
ま
す

̶

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

̶

決 算 特 別 委 員 会 委 員（16人）

◎
中
　
沢
　
え
み
り 

（
自
民
党
）

○
坂
　
井
　
ユ
カ
コ 

（
自
民
党
）

　
村
　
本
　
ひ
ろ
や 

（
共
産
党
）

　
し
も
む
ら
　
　
緑 

（
自
民
党
）

　
井
　
上
　
ノ
エ
ミ 

（
新
す
み
）

　
堀
　
　
よ
し
あ
き 

（
民
進
党
）

　
と
し
ま
　
　
　
剛 

（
共
産
党
）

　
加
　
藤
　
　
　
拓 

（
自
民
党
）

　
福
　
田
　
は
る
み 

（
自
民
党
）

　
と
　
も
　
宣
　
子 

（
公
明
党
）

　
高
　
橋
　
正
　
利 

（
公
明
党
）

　
お
お
こ
し
　
勝
広 

（
公
明
党
）

　
西
　
村
　
孝
　
幸 

（
き
ず
な
）

　
沖
　
山
　
　
　
仁 

（
自
民
党
）

　
田
　
中
　
邦
　
友 

（
自
民
党
）

　
高
　
柳
　
東
　
彦 

（
共
産
党
）

（
◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長
）

平成27年度　墨田区各会計歳入歳出決算額
一般会計

　歳入 1,124億1,708万3,370円

　歳出 1,086億6,493万5,553円

　差引 37億5,214万7,817円

国民健康保険特別会計

　歳入  342億2,499万4,457円

　歳出  332億3,714万8,036円

　差引 9億8,784万6,421円

介護保険特別会計

　歳入 187億   838万8,717円

　歳出 186億1,767万4,482円

　差引 9,071万4,235円

後期高齢者医療特別会計

　歳入 51億5,348万8,518円

　歳出 48億8,964万9,458円

　差引 2億6,383万9,060円

　
９
月
30

日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
区
長
か

ら
平
成
27

年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
報
告

書
が
、
監
査
委
員
の
意
見
書
を
付
し
て
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
報
告
を
受
け
て
、
区
議
会
で
は

同
日
に
16

人
の
委
員
で
構
成
す
る
決
算
特
別

委
員
会
を
設
置
し
て
、
現
在
審
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
８
日
間
の
審
査
日
程
の
う
ち
、
す
で
に
６

日
間
の
審
査
が
終
了
し
て
お
り
、
11

月
８
日

に
は
全
体
に
わ
た
る
質
疑
、
９
日
の
最
終
日

に
は
、
各
会
派
の
意
見
表
明
と
採
決
が
行
わ

れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■ 

決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
の
も
よ
う
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
生
中
継
し
て
い
ま
す
。

■ 

録
画
中
継
は
、
生
中
継
終
了
後
１
週
間
程

度
で
配
信
し
ま
す
。
是
非
区
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

駅
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
促
進
及
び
転
落
事

故
防
止
の
た
め
の
緊
急
対
策
に
関
す
る
意

見
書

　
墨
田
区
議
会
は
、
国
会
及
び
政
府
並
び
に

東
京
都
に
対
し
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
対
策

を
緊
急
に
行
う
よ
う
要
望
し
ま
す
。

1�

　
駅
の
危
険
箇
所
を
駅
員
や
利
用
者
に
周

知
・
徹
底
し
、
改
善
の
た
め
の
措
置
を
と

る
こ
と
。
さ
ら
に
、
内
方
線
付
き
J
I
S

規
格
対
応
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
全
駅
へ
の

敷
設
を
検
討
し
、
そ
の
存
在
を
視
覚
障
害

者
に
周
知
徹
底
す
る
こ
と
。

2�

　
ホ
ー
ム
ド
ア
や
可
動
式
ホ
ー
ム
柵
の
整

備
促
進
の
た
め
、
整
備
目
標
と
計
画
を
策

定
し
、
設
置
促
進
を
図
る
こ
と
。

3�

　
ホ
ー
ム
ド
ア
や
可
動
柵
が
設
置
さ
れ
て

い
な
い
駅
で
は
、
整
備
完
了
ま
で
、
利
用

者
の
安
全
確
保
の
た
め
の
要
員
配
置
及
び

安
全
教
育
の
強
化
・
徹
底
を
鉄
道
事
業
者

に
要
請
す
る
こ
と
。

北
朝
鮮
の
核
実
験
に
抗
議
す
る
決
議

　
北
朝
鮮
は
、
9
月
9
日
、
核
弾
頭
爆
発
実

験
に
成
功
し
た
と
発
表
し
、
5
回
目
の
核
実

験
を
行
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
今
回
の
核
実
験
の
実
施
も
、
国
連
安
全
保

障
理
事
会
の
決
議
等
に
違
反
す
る
も
の
で
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
国
際
社
会
の
平
和
に
対
す

る
重
大
な
挑
戦
は
、
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て

断
じ
て
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　
第
2
次
世
界
大
戦
の
戦
火
で
多
く
の
尊
い

命
を
失
っ
た
墨
田
区
は
、「
平
和
福
祉
都
市

づ
く
り
宣
言
」
を
行
い
、
世
界
の
平
和
と

人
々
の
福
祉
向
上
の
実
現
に
、
一
層
努
力
す

る
こ
と
を
誓
う
と
と
も
に
、
い
か
な
る
国
の

核
実
験
に
対
し
て
も
反
対
し
、
一
刻
も
早
い

核
兵
器
の
廃
絶
を
願
っ
て
い
る
。

　
よ
っ
て
、
墨
田
区
議
会
は
、
北
朝
鮮
の
核

実
験
に
断
固
と
し
て
抗
議
す
る
と
と
も
に
、

す
べ
て
の
核
開
発
を
即
時
中
止
す
る
よ
う
強

く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

受
動
喫
煙
防
止
対
策
に
関
す
る
意
見
書

　
国
民
の
健
康
増
進
及
び
受
動
喫
煙
防
止
へ

の
取
組
は
、
国
や
都
が
広
域
的
に
行
う
こ
と

が
重
要
で
す
が
、
店
舗
の
実
態
に
則
し
た
対

策
を
考
え
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
よ
っ
て
、
墨
田
区
議
会
は
、
政
府
及
び
東

京
都
に
対
し
、
個
店
の
特
性
も
考
慮
し
、
受

動
喫
煙
防
止
対
策
の
制
度
を
講
じ
、
整
備
す

る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

次
期
介
護
保
険
制
度
改
正
に
お
け
る
福
祉

用
具
及
び
住
宅
改
修
の
見
直
し
に
関
す
る

意
見
書

　
墨
田
区
議
会
は
、
政
府
に
対
し
、
次
期
介

護
保
険
制
度
改
正
に
お
け
る
福
祉
用
具
及
び

住
宅
改
修
の
見
直
し
に
お
い
て
は
、
高
齢
者

の
自
立
を
支
援
し
、
介
護
の
重
度
化
を
防
ぐ

と
い
っ
た
介
護
保
険
の
理
念
に
沿
っ
て
、
介

護
が
必
要
な
方
の
生
活
を
支
え
る
観
点
か
ら
、

今
の
制
度
を
継
続
す
る
こ
と
を
基
本
に
検
討

を
行
う
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

返
済
不
要
の
給
付
型
奨
学
金
の
創
設
及
び

無
利
子
奨
学
金
の
拡
充
に
関
す
る
意
見
書

　
墨
田
区
議
会
は
、
政
府
に
対
し
、
次
の
事
項

に
つ
い
て
取
り
組
む
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

1�

　
家
庭
の
経
済
的
事
情
に
関
係
な
く
、
奨

学
金
や
授
業
料
減
免
な
ど
の
支
援
を
拡
充

し
、
平
成
29
年
度
を
目
途
に
給
付
型
奨
学

金
を
創
設
す
る
こ
と
。

2�

　
希
望
す
る
全
て
の
学
生
等
へ
の
無
利
子

奨
学
金
の
貸
与
を
目
指
し
、「
有
利
子
か
ら

無
利
子
へ
」
の
流
れ
を
加
速
す
る
と
と
も

に
、
無
利
子
奨
学
金
の
残
存
適
格
者
を
直

ち
に
解
消
す
る
こ
と
。
ま
た
、
貸
与
型
奨

学
金
に
つ
い
て
は
、
学
力
基
準
を
緩
和
す

る
こ
と
。

3�

　
返
還
月
額
が
所
得
に
連
動
す
る
新
所
得

連
動
返
還
型
奨
学
金
制
度
は
、
制
度
設
計

を
着
実
に
進
め
、
既
卒
者
へ
の
適
用
も
推

進
す
る
こ
と
。
併
せ
て
、
現
下
の
低
金
利

環
境
を
踏
ま
え
、
有
利
子
奨
学
金
の
金
利

を
引
き
下
げ
る
こ
と
。

4�

　
機
関
保
証
料
に
つ
い
て
は
、
国
費
負
担

と
す
る
こ
と
。

同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
の
実
現
に
関
す

る
意
見
書

　
墨
田
区
議
会
は
、
政
府
に
対
し
、
次
の
事

項
に
つ
い
て
躊
躇
な
く
取
り
組
む
よ
う
要
望

し
ま
す
。

1�

　
不
合
理
な
待
遇
差
を
是
正
す
る
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
早
急
に
策
定
し
、
不
合

理
な
待
遇
差
に
関
す
る
司
法
判
断
の
根
拠

規
定
を
整
備
す
る
こ
と
。

2�

　
非
正
規
雇
用
労
働
者
と
正
規
労
働
者
及

び
男
性
労
働
者
と
女
性
労
働
者
と
の
不
合

理
な
待
遇
差
の
是
正
並
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あ
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方
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討
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と
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人が輝く いきいき すみだすみだ区議会だより　2016年（平成28年）11月8日 （8）

会 派 等 の 所 属 議 員

略 称 会   派   名   等 所 属 議 員 名（ 五 十 音 順 ）

自 民 党 墨田区議会自由民主党
沖山　仁、加藤　拓、木内　清、坂井ユカコ、坂下　修、
佐藤　篤、しもむら緑、瀧澤良仁、田中邦友、中沢えみり、
樋口敏郎、福田はるみ、松本ひさし

公 明 党 墨田区議会公明党
おおこし勝広、加納　進、じんの博義、高橋正利、
千野美智子、とも宣子、はねだ福代

共 産 党 日本共産党墨田区議会議員団 あさの清美、高柳東彦、としま剛、はらつとむ、村本ひろや

き ず な 地域連合「すみだの絆」 田中　哲、西村孝幸

民 進 党 墨田区議会民進党 あべきみこ、堀よしあき

墨 田 オ 墨田オンブズマン 大瀬康介

新 す み 新しいすみだ 井上ノエミ

民 進 墨 墨田区議会民進党墨田の会 渋田ちしゅう

　　　　平成28年第3回定例会　議決議案等と各会派等の賛否の状況 ○賛成　　×反対

件　　名
会派名等　（　）内は会派所属議員数

議決
結果

自民党 公明党 共産党 きずな 民進党 墨田オ 新すみ 民進墨

(13) (７) (５) (２) (２) (１) (１) (１)

区
　
　
長
　
　
提
　
　
出
　
　
議
　
　
案

予算 平成28年度墨田区一般会計補正予算 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決

条
　
　
　
例

墨田区行政委員会の委員及び非常勤の監査委員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

墨田区議会等の調査及び公聴会に出頭する者の費用弁償条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

墨田区社会福祉会館条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決

すみだ女性センター条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決

墨田区議会議員及び墨田区長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

墨田区みどりコミュニティセンター条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決

墨田区地域プラザ条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決

墨田区地域集会所設置条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決

墨田区地域集会所の管理運営に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決

すみだスポーツ健康センター条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決

すみだ健康ハウス条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決

すみだリバーサイドホール条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決

すみだトリフォニーホール条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決

墨田区立学校施設使用条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決

墨田区立校外学園条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決

墨田区立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

すみだ生涯学習センター条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決

墨田区総合体育館の管理運営に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決

墨田区営運動場条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決

両国屋内プール条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決

スポーツプラザ梅若条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決

墨田区東墨田会館条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決

すみだ産業会館条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決

すみだ中小企業センター条例を廃止する条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決

墨田区客引き行為等の防止に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

墨田区自転車の利用秩序及び自転車駐車場の整備に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決

墨田区立公園条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決

墨田区認定こども園条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

墨田区保育所条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

契
　
　
約

旧西吾嬬小学校及び旧曳舟中学校解体工事請負契約 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

旧鐘淵中学校解体工事請負契約 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

吾嬬第二中学校既存校舎解体工事請負契約 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

すみだ生涯学習センター本館外壁改修その他工事請負契約 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

物品の買入れについて（議案第89号） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

物品の買入れについて（議案第90号） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

物品の買入れについて（議案第91号） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

人事 墨田区教育委員会委員任命の同意について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

その他 墨田区立緑図書館、墨田区立立花図書館及び墨田区立八広図書館の指定管理者の指定について ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議
員
提
出
議
案

決議 北朝鮮の核実験に抗議する決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

条例 墨田区議会の調査及び公聴会に出頭する者の費用弁償等に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

意
　
見
　
書

駅ホームドアの設置促進及び転落事故防止のための緊急対策に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

次期介護保険制度改正における福祉用具及び住宅改修の見直しに関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

同一価値労働同一賃金の実現に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

返済不要の給付型奨学金の創設及び無利子奨学金の拡充に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

受動喫煙防止対策に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

請
願
・
陳
情

陳
　
　
　
情

受動喫煙防止条例の早期制定に関する陳情 × × ○ × × × × × 不採択

墨田区におけるバランスのとれた受動喫煙防止対策に関する陳情 × × × × × × × × 不採択

墨田区における受動喫煙防止に関する陳情 × × × × × × × × 不採択

すみだ中小企業センターの存続に関する陳情 × × ○ × × ○ × × 不採択

施設使用料等の値上げ中止に関する陳情
第1項 × × ○ × × ○ × × 不採択

第2項 × × ○ × × ○ × × 不採択

会　議　名 開会時間 傍聴席

11月17日（木曜日）
議会運営委員会

午後2時
17階

11月24日（木曜日） 午前11時

11月25日（金曜日） 本会議（第4回定例会初日）

午後1時

19階11月28日（月曜日）
本会議

11月29日（火曜日）

12月 1日（木曜日） 区民文教委員会

17階

12月 2日（金曜日） 福祉保健委員会

12月 5日（月曜日） 産業都市委員会

12月 6日（火曜日） 企画総務委員会

12月 8日（木曜日） 議会運営委員会 午前11時

12月 9日（金曜日） 本会議（第4回定例会最終日） 午後1時 19階

※この会議日程は予定ですので、変更が生じる場合があります。

【次の会議日程（予定）】
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